
現在、多くのCAEソフトウェアが存在していま

す。それらは，「高機能」で「機能を追加して拡張

すること」も日々行われています。しかし，従来の

機能に影響を与えないように機能を追加するため

には，膨大なソフトウェア構造を熟知する必要があ

り，大きな「開発コスト」と「保守コスト」が掛か

ります。また，高機能であるがゆえに，自分に必要

のない機能までプログラムに含まれているので，自

分の使い方にあった使用法を見つけるのが難しく，

「教育コスト」も掛かるようになります。これらの

デメリットを解決しようと，単純にオブジェクト指

向を導入しようとしても，適切なプログラム設計を

行わなければ解決することは出来ません。

そこで，機能追加が容易で，追加された機能同

士が干渉しない設計を目指し，解析ソフト本体と

機能追加部分を分離することを考えました。プロ

グラミング自体が複雑になるため，デザインパター

ンの考えを取り入れ，VisitorパターンとDecorator

パターンを組み合わせたOptionパターンを提案し，

有限要素法(FEM)プログラムの機能拡張に適用して

います。設計例を下図に示します。
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自社開発ソフトウェアの保守に利用できます。

本技術は、ソフトウェア開発・保守コストを大幅に軽減するものです。
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